皆様

Happy New Year　!!

理化学研究所の雷康斌です、いつもお世話になっております、
下記の第29回在日中国人ＣＦＤ研究会のご案内を流させて頂きます。

CCFD研究会は、CFDやCAEに関する情報交換の場として、
ご研究やお仕事に役立てるほか、良い友達作りの場にもなります。
会費や参加費は無料です、ご興味のある方は http://ccfd.jp をご参照下さい。

年末の最後の会合になりますが、皆様どうぞよろしくお願い致します。
雷康斌　
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　　　　　　　　　　第29回CCFD研究会（ The 29th Chinese CFD Seminar）

日　時：　 2007年12月29日（土）　15:00～18：00

場　所：　 理化学研究所・研究交流棟３階会議室(W317,W319,W321)

地　図：　 http://www.riken.go.jp/r-world/riken/campus/wako/bldg.html

交　通：   http://www.riken.go.jp/r-world/riken/campus/wako/access.html

講　師：　 梁　夫友　博士　（理化学研究所次世代計算科学研究開発プログラム　研究員）

題　目： 　ヒト心臓血管系のマルチスケール血行力学及びマルチメカニズム生理学に関する総合的な計算力学研究

要　旨：

心臓血管系は，血管網を通して各臓器と器官に必要な時に必要な量とされる血液を供給し機能維持を図ることができ，心拍出量や動脈血圧，末梢血管抵抗や血流などへの自動調節機構が備わっている．本研究は，この自動調節機能と心臓血管系血行力学の相互作用を総合的に評価できる計算力学モデルを構築し，心臓血管系の動的調節機能に起因するマルチメカニズムの機序及び循環器系のマルチスケール血行力学を解析可能なプラットフォームを提供する．

循環器血管系全体の循環機能を解析するためにまず全身動脈・静脈血管系の集中係数血行力学モデル（0次元モデル）を構築した．更に交感神経系及び副交感神経系を取り入れた複合的自律神経系モデルを開発し，そして0次元モデルと自律神経系モデルを結合させて血行力学と調節機能の相互作用を評価できる計算力学モデルを開発した．本モデルは，バルサバマヌーバ間と立ち上がりに関する基本的な調節機能メカニズムを精度よく再現でき、その妥当性が検証されている．更に心臓血管系のグローバルな循環機能と局所的な血行力学的特性を総合的に解析できる，血流の０次元モデリングと３次元モデリングを結合させたマルチスケール血行力学モデルを開発した．腹部大動脈・腎動脈分岐部の血流動態や動脈硬化との関連性，左心室の生理学的機能や拡張型心筋症の機能低下に関するマルチスケール血行力学的評価を行った結果，本総合的計算力学モデルの有効性が確認できた．

講師略歴：

1996 ～ 2000　山東建築工程学院電子機械工学科学部
2000 ～ 2003　山東建築工程学院自動車エンジン修士課程
2003 ～ 2004　千葉大学電子機械工学科研究生
2004 ～ 2007　千葉大学電子機械工学科博士後期課程
2007 ～ 現在　理化学研究所次世代計算科学研究開発プログラム研究員
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